
 

 
 

 

 

 

  

掛川工業高等学校の読書 

推進活動 

 掛川工業高校では、各学期に

１回読書週間を設け、期間中は、

外部講師による講演会やミニ 

コンサートの実施など、読書や図書館利用に親し

むためのイベントを実施しています。 

 令和４年度３学期の読書週間には、１年生が 

１人１台端末を使って電子書籍を利用する朝読書

を実施しました。また「本のお楽しみ袋」と題し、 

お勧めの本を入れた福袋を貸し出しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読書週間以外にも、掛川市民と連携し実施する

「高校生が選ぶ掛川文学賞」や、全校生徒で実施

するビブリオバトル、家庭読書の充実を目的とし

た保護者への本の貸し出しなど、様々な方法に 

より読書活動の推進に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 定時制高等学校の図書館運営 

-浜松北高等学校の取り組み- 

         浜松北高校は、全日制・定時制 

の隔てなく全ての生徒たちが読書 

に親しむ環境整備を目指し、学校 

全体で取り組んでいます。このうち、定時制生徒に

向けて新たに開始した取り組みを紹介します。 

令和４年度から、学校図書館の開館時間を 21時

30分までとし、開館中は専任の司書が常駐してい

ます。このことにより、定時制生徒たちが図書館を

活発に利用する姿が見られるようになりました。 

授業での学校図書館利用も行われています。 

公民の授業で利用した際には、生徒たちは「環境・

平和」を題材にしたオリジナルの歌詞を作成しまし

た。作成にかかる前に、書棚から詩や歌の本などを

選び出し、読んだり話し合ったりしながらアイデアを

膨らませていました。本を探す前には教員から、 

分類番号の指導を受けました。 

 

 

 

 

 

 

授業中は司書が、必要な資料を探す生徒の相談

に乗ったり、貸出処理などの作業を行っています。 

 

 

 

 

 
 
取り組みの結果、定時制生徒の学校図書館利用

は大幅に増加しました。文部科学省は子どもの読書

習慣形成には、学校での読書活動推進が重要として

おり、このような全ての生徒に対する読書への働き

かけは、今後更に求められていくと考えられます。 
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『どう使う？学校図書館

と1人1台端末 はじめ

の一歩』出版：全国学校図

書館協議会（2022年） 

令和４年８月２日、文部科学省 

から各都道府県図書館や学校図書館担当課長な 

どに向け、1人 1台端末環境下における学校図 

書館の積極的な活用を求める事務連絡が発出さ 

れました。ここでは、学習指導要領で求められる 

児童生徒の資質・能力を育成するためには、教 

材や書籍、雑誌、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄなどを効果的に組み 

合わせ、活用することが重要とされて 

います。※通知は、次の二次元ﾊﾞー ｺｰﾄﾞ 

にアクセスし、ご覧いただけます。 

 

 

       マルチメディアDAISY

図書『わいわい文庫

2022年度版』 

      （公財）伊藤忠記念財団から 

         センター図書室に、マルチメディ 

アＤＡＩＳＹ図書『わいわい文庫 2022年度版』をご

寄贈いただきました。これは、音声と一緒に文字

や画像が表示されるデジタル録音図書の一種で、

紙による印刷物を読むことが困難な人が利用でき

る資料です。2022年版には『ねないこだれだ』

『長くつ下のピッピ』などが収録されています。 

 

 

 

 

 

 

また、センター図書室では 

少数ですが、点字絵本や 

ＬＬブックなど、読書バリア 

フリーに配慮した資料を 

所蔵しています。お立ち寄り 

の際はどうぞご覧ください。 

『どう使う？学校図書館と 1人 1台端末 はじめ 

の一歩』は、その参考となる資料です。 

各学校（小・中・高・特支から全 12校）で実施 

された、ＩＣＴと学校図書館両面からの授業支援に

ついて、「単元名」「目標」「用意した情報・資料」

などを含む具体的な指導例を挙げながら紹介し

ており、実践の手がかりとして活用できます。

事例に挙げられている教科 

以外の授業で活用する場合 

や、授業以外の教育活動で 

役立つヒントも多数掲載され 

ています。センター図書室 

でも所蔵していますので、 

ぜひご覧ください。 

 

 

            科学道100冊（2022） 

             現在センター図書室では、

科学道100冊プロジェクト展の

展示を行っています。 

     科学道 100冊プロジェクトと 

は、理化学研究所と編集工学研究所が、科学者

の生き方や考え方・科学の面白さや素晴らしさを

届けることを目指して、毎年選りすぐりの 100冊を

選定し、紹介するものです。また、展示開催を 

希望する図書館や教育機関などに、ポスターや

ポップ、配布用のリーフレットを提供するなど、 

展示を実施するための 

支援を行っています。 

科学に関する資料の 

選書の参考などにも 

役立ちますので、ぜひ 

ご覧ください。 
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